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器絡

日
中
科
学
技

協
会
事
務
局

束
京
那
港
区
赤
坂
四
丁
日
三
審
三
〇
号

油
川
ビ
ル
　
ー‥―
中
協
会
内

ｔ
れ

（Ｏ
ｉ
）
五
人
工
　
八
ｔ

一
〇

日
中
科
学
技
術
交
流
協
会

訪
申
代
表
団
派
遣
を
決
定

第
七
回
常
任
理
事
会

第
七
回
侑
任
理
手
会
は
十

一
月
二
七
日

（
月
）
年

後
四
時
か
ら
六
時
二
〇
分
ま
で
東
京
青
山
日
中
経
済

協
会
会
議
ｉ
て
行
わ
れ
有
出
兼
孝
会
長
、

赳
智
勇

一

茅
誠
司
　
橋
日
隆
吉
、

野
上
茂
吉
郎
付
任
８
事
　
井

上
喜
成
監
事
、

小
川
智
哉
、

相
馬
胤
和
幹
事
、

田
中

脩
二
郎
参
与
、

漆
戸
ｕ
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

議
　
　
事

一
、

協

会

代

表

団

訪

中

に

つ

い

て

去
る
九
月
訪
日
の
中
国
科
学
院
代
表
団
周
岩
源
団

長
か
ら
来
年
の
適
当
な
時
期
に
協
全
代
表
団
訪
中
の

招
待
を
受
け
た
が
　
協
会
は
こ
の
招
き
に
応
じ
来
年

四
月
末
あ
る
い
は
■
月
初
め
に
代
表
団
在
派
遣
す
る

代
表
団
は
協
会
役
員
と
理
学
、

工
学
、

農
学
、

医

学
の
学
会
関
係
者
約
十
工
名
で
構
成
、

中
国
て
は
中

国
科
学
院
　
中
国
科
学
技
術
協
会
と
全
般
的
な
話
合

い
を
行

な

い
ま
た
な
部
門
別

に
於

い
て
も
打
合
せ
を

行
な
う
。

二
、

会
長
挨
拶
と
年
間
業
務
打
合

せ
の
た
め
訪

中

国

を

派

遣

来
年

は
、

日
中
科
学
技
術
交
流
が

こ
れ
ま
で

の
長

高

に
な

る
こ
と
が
予
獅
さ
れ

て
い
る
が

こ
れ
を
よ
り

効
果
的

に
行
な
う
た
め
に
協
会

は

一
月

二
日
か
ら
十

一
日
き
て
有

山
会
長
、

小
川
、

相
馬
、

鈴
木
軒
事
、

漆
声
事
務
局
長
の
五
名
を
派
迪
す

る
こ
と
に
な

つ
た
。

業
務
打
合

せ
訪
中
団
は
有
山
会
長
が
ゃ
国
科
学
院

中
国
科
学
技
術
協
会
及
び
関
係
方
面

に
接
拶
日
り
を

す
る
と
共

に
来
年
日
本
て
開
碑

さ
れ
る
国
際
会
議
、

シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
、

学
協
会
結
会

に
中
国
代
表
団
が

参
加
す

る
こ
と
、

中
国
ゼ
例
性

さ
れ
る
国
際
全
謙
、

シ
ン
ポ
ジ

ユ
ウ
ム
、

学
会
絡
会

に
日
本

の
対
学
　
技

術
者
が
疹

加
す
る
問
題
、

九
カ

に
協
会
役
員

と
中
国

科
学
院
代

表
団

と
の
間
で
協
議

さ
れ
た
七
項
目
の
兵

体
化

に

つ
い
て
打
合

せ
　
ま
た
相
方

が
必
要

と
す
る

事
項

に

つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。

三
、

中
国
全
国
針
灸
、

針
麻
酔
学

術

討

論

会

参

加
に
つ
い
て

中
国
全
国
針
灸
　
針
麻
酔
学
術
討
論
会

は
中
華
医

学
会
、

中
医
学
会

の
共
同
主
催
ゼ
来
年
六
月

一
日
か

ら
五
日
ま
で
北
京
市

に
於

い
て
開
催

さ
れ
る
が

こ
れ

に
日
本

か
ら
九
名

の
学
者
を
招
待

し
た

い
旨
当
協
会

に
連
絡
が

あ

っ
た
。

こ
の
討
論
会

は
中
国
の
学
者

三
百
人
　
外
国
人
学

者
及
世
界
衛
生
組
織
か
ら
約
七
０
人

の
参
加
者

に
よ

つ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
中
国

の
針
灸
、

針
麻
酔
を

結
合

的

に
外
国

の
学
者
Ｌ
共

に
討
論

す
る
最
初

の
試

み
て
医
学
関
係
方
面
か
ら
大

き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ

て
い
る
。

協
会

は
九
名

の
学
者

の
招
待

を
受
入

れ
る
と
共

に

白
費

に
よ
る
希
望
者
も
参
加
出
来

る
よ
う
に
中
国
区

学
会

　
中
医
学
会

に
問
台

せ
中

て

あ
る
。

四
、

日
本
学
士
院
百

周
年

祝

資
行
事

参
加
中
国
科
学

院
代

表

団

、

ハ

ル
ピ

ン
船
舶
大

学
代

表

団
、

日

家
地

震
局
視
寮

団

の
受

入
れ
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「
日
本
学
士
院
百
周
年
祝
賀
行
事
参
加
中

国
科
学
院

代
表
出
」

団
長
　
陳
宗
基
　
中
国
科
学
院
地
球
物
理
研
究

十
　
　
　
　
　
　
所
責
任
者
　
教
授
　
皆
体
力

学

部
　
汀
　
中
国
科
学
院
外
“
局
長

虻
伍
君
　
中
国
小
学
院

外
ｌｆ
局
守
部

一
九
七
九
年

一
月
十
三
日
米

日
　
ｉ
七
日
帰
四

「
ハ
ル
ピ

ン
始
和
大
学
代
表
団
ｔ

一
九
七
九
年

二
月
来
日
予
定

「
国
家
地
震
局
地
震

工
学
訪

日
視
察
即
」

田
長
　
胡
章
質
　
”
国
科
学
院

ｉ
程
カ
キ
研
究

所
教
授

車
俊
儒
　
中
国
科
学
院

工
程
力
学
研
究

所
科
学
研
究
処
長

劉
　
類
　
中
国
科
学
院

工
程
力
学
研
究

所
助
数
接

二
志
尊
　
中
国
ヽ
キ
院

工
程
力
学
研
究

所
研
究
員
綺
佐

≡
九

七
八
年
十

一
月
二
五
日
来

日
　
十

二
月
八
日

帰
臣

五
、

中

国
科
学
院
代
表
団

周
培

源
団

長

、
案
力
生

副
団
長
　
中

国
字

宙

航
空
学
会
参

観
団
任

新

民
団

長

の
議

演
集

を
発
行

中
口
科
学
院
代
文
印
田
上
問
町
加
氏

の

「
中
国
科

学
技
術

現
代
化
し
　

剛
問
掟
々
力
生
氏

「中
国
村
■

院

に
つ
い
て
」

の
柳
放

は
ま
る
九
”

二
七
日
約

二
五

０
名

の
み

加
ゼ

ロ
本
学
術
会
設
計
よ
て

行
な
わ
れ
深

い
感
釘
を
与
え

た
が
　
４
外

か
ら
の
要
望

に
よ
り
そ

の
計
演
架

を
発
行
す
る
こ
と
に
な

，
た
じ

ま
た
八
月

二
五
日
経
団
連

ホ
ー

ル
に
於

い
て
経
済

団
体
迪
令
会

　

＝
水
航
空
↑
”

工
米
会

　
は
本
航
空

宇
宜
学
会
、

日
中
科
学
技
衛
夜
流
協
会

共
性

に
よ
る

中
国
手
荷
航
空
学
会
み
佃
団
回
択
任
町

民
中
円
宇
年

航
空
学
会
興
＋

氏
　
中
田
空
的
投
術
研
究
院
長

「
中

再
宇
市

開
発

の
現
状

と
打
米
に
の
＝
加

に

つ
い
て
も

研

せ
て
，
オ
行
す

る
じ

六

、

事

務

所

移

転

協
会
１１
物
的

は
柿
成
以
来

日
■
協
会

（
力
誠
司

岡
崎
嘉
平
太
、

円
肱

，
光
代
オ
世
討
人
　
野

田
数
酢

事
長
）

の
ご

好
意

に
よ
り
向
協
会
内

に
社
耐

さ
■
て

い
た
だ

き
大
変
～
便
■
を
貿

い
て
い
た
が
業
務
内
容

の
拡
大

に
と
も
な
い
米
午

”
”

四
――
か
ら
新
■
務
所

に
移
転

す
る
。口

区
キ
年

会
見
　
李
昌
、

周
培
源
、

戴
〓
強
中
国
科
学
院
副
暁

Ｌ

と
の
会
註

及
び
日
”
学
術
セ
ン
タ
ー
茅
提
客

に
対

す
る
周
埼
源
氏

の
合
意
書
価
の
内
容

に

つ
い
て
計
細

な
説
明
が
な

さ
れ
た
も

二
、

会

計

報

告

交
助
会
員
加
え
の
現
沈
と
今
年
四
月

一
Ｈ
か
ら
十

月

三

一
日
ま
て

の
会
計
報
告
を
行
な

つ
た
。

７
９
●
●

い

い

い

い

い

＄

串

中

●
ヽ

Ａ

と
Ｘ
ロ

ヽ

―

′

第

二
　

三
回
酢
草
会

は
十

一
月
十
七
日

十

二
月

二
日
　
東
京
大
学

工
■

部
相
馬
教
授

一〓
て
行
な
わ
れ
た
．

幹
事
会

は
協
会
と
中
国
科
学
院
、

や
国
村

学
技
術
協
会
、

及
び
中
国
Ｐ
林
科

学
院
　
捜

学
会
　
中
国
医
学
科
学
院
　
中
華
医
学
会

と

の
的

の
来
年

の
友
汎
に

つ
い
て
討
議

し
　

こ

れ
を
円
滑

に
遂
行
す
る
た
め
来
年

一
月
訪
”
、

業
務
打
合

せ
を
行
な
う

こ
と
を
決

め
た
。

々
ロ

一
、

日

中

学

術

セ

ン

タ

ー

日
■

物
会
学
術
初
巾
門
Ｗ
■
Ｌ

し
て
訪
■

し
た
チ

■
■
叫
■

か
ら
方
投

！‐…
１

作
■
　
向

水
志
”

Ｒ
友
灯
脇

会 (第 2・第 3回古守
政購帷巾知繭印ヤｔヽ十‐辞弾鞠陶毎輸踊お

盗計
い卵和巾陥響劫咋的却枠篠闘一中伸体ヽ

日
本
学
加
振
興
会

ゃ
ｉ
な
研
究
機
関

の
ま

任
者

と
の

慰
談

を
予
定

し
　
理
　

工
　
農
　
医
関
係
学
協
会

に

は
来
年

の
日
本
ゼ
開
か
れ
る
国
際
会
議

　

シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム
　
結
会

を
問
有

せ
る
．
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口
中
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
ガ
構
想
と

同
培
源
合
意
き
簡

（全
女
）

臼
中
学
術

セ
ン
タ
ー
の
構
想
　
　
茅
　
　
誠
　
司

日
や
平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
る
に
列

つ
た
現

在
ま
で

の
日
中
間

の
交
流
は
、

す
べ

て
民
間

の
日
中

友
好
団
体

に
よ

つ
て
行
わ
れ

て
き
た
。

こ
の
よ
う
な

団
体
の
数

は
、

数

十

に
の
ば

る
よ
う

て
あ
る
。

そ
れ

は
全
国
的
な
も
の
や
、

ま
た
部
道
府
県

に
限
定

さ
れ

た
も
の
も
あ

る
。　

こ
れ
ら
の
民
岡
団
体

に
よ

つ
て
行

わ
れ
て
き
た
る
方
面

の
交
流

は
、

二
十
年

の
永

き
に

渉

る
日
中
間

の
料

を
辛
う
じ

て
継

い
て
き
た
も

の
と

し

て
、

高

く
評
価

さ
れ
る
べ
き

て
あ
る
。

さ
て
、

平
和
友

好
条
約
が
結
ば
れ
た
後

は
、

ど

の

よ
う
に
交
流
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

る
か
に

つ
い
て

考
え

て
み
る
と
、

次

の
二
っ
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る
。

中
　
今
ま
て

の
民
間
の
手

に
よ

つ
て
行
わ
れ

て
き

た
交
流

の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
止
め

て
、

政
府
間

の
協
定

に
置

き
か
え
る
。

０
　
今
ま
て
民
間

の
手
に
よ

つ
て
行

わ
れ
た
友
流

を
政
府

は
ま
す
ま
す
奨
助
し

て
　
そ
の
ほ
と
ん

ど
合
部

を
民
尚

の
手
に
委
ね
る
。

●
　
政
府

と
民
間
双
方
が
互

に
協
調

し

て
、

そ
れ

ぞ
れ
の
分
野

と
定
め
て
交
流

を
行
う
。

私
は
い
と
口

の
極
端

な
方
法
を
避

け
て
、

日

に
よ

る
こ
と
が
最

も
良

い
と
考
え
る
。

そ
の
理
由

は
、

次

の
通

り
て
あ
る
．

政
府

の
手

に
よ

つ
て
行
う
場
合
は
、

国
費

に
よ

つ

て
十
年
が
賄

わ
れ
る
と

い
う
安
定
＝
が
あ
る
。

し
か

し
な
が
ら
、

衣
流

の
計
画
な
ど
は
、

「
年
半
位
前

か

ら
確
定
し

て
行
う
も

の
Ｌ
、

突
然
行
う
も
の
と
二
級

類
あ
り
、

と
く
に
後
才
が
オ
■

に
多

い
。

つ
ま

り
、

政
府
予
算

は
、

安
定

性

は
お

い
が
舞
は
性

に
乏
し

い

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
定
竹

的
な
交

流

は
、

政
府

の
手

に
よ

つ
て
行

い
、

同
時

ほ
柔
軟
性

を

持

つ
た
交
流

は
、

民
間

の
子
で
行
う

こ
と
が
良

い
と

思
う
。

と
こ
ろ
が
、

氏
的

の

一
番

の
問
題
点

は
　
資
金
郎

で
あ
る
。

と
く
に
、

た
栄

と
兵

つ
て
キ
術
方
面

に
関

係
し
て
い
る
民
間

の
団
体

は
、

交
流

の
査
金
を
架

め

る
こ
と
に
非
常

な
困
館
が

あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
内

期
を
取

り
除

く
に
は
　
平
和
友
好
朱
約
締
結

を
記

念

し
て
相
当
多
徳

（
一
千
億
円
）
の
金

と
旧
や
学
術
交

流
基
金

と
し

て
政
府

が
支
出
し
　
こ
の
果
実

の
使

用

と
、

こ
こ
に
掲
げ

た
日
中
学
術
交
流

セ
ン
タ
ー
に
委

託
す
る
こ
と
に
し

て
は
ど
う
か
、

と
い
う

の
が
私

の

提
炎
で
あ
る
。

私

は
、

八
月

二
十
九

日
　
細
国
市
相

を
訪
問
し

て

そ
の
題
旨

を
説
明

し
た
。

古
細

は
　
よ
く
検
討

す

る
、

と
の
こ
と
で
あ

つ
た
。

こ
の
基
金

は
、

日
中
双
方

に
折
半

し
、

文
京

と
北

京
に
打
務
所

を
置

き
、

こ
の
な
金
の
迎
営

と
交
流

の

栄
務

を
行
う

こ
と
に
す
る
。

と
く
に
、

日
ヤ
学
行
交

流
会
議

を
設

け
て
、

日
中

か
ら
双
方
同
家

の
会
議

の

委
員
を
選
ん
て

そ
の
迎
世

に
当

ら
せ
る
こ
と

に
す

る

こ
の
セ
ン
タ
ー
の

こ
と
は
　
す
て
に
新
聞

に
報

ぜ

ら
れ
て
い
た
の
で
　
過

日
米
日
さ
れ
た
中
国
科
学

院

の
訪
日
回

の
団
長
　
同
培
源
氏

は
こ
れ
に
深

い
関

心

を
持
た
れ
た
が
、

筆
者

か
ら
そ
の
構
想

の
概
略
を

さ

か
れ
て
、

費

意
を
表

さ
れ
た
．

中
国

は
、　

い
わ
ゆ
る
四
人
組

の
妨
害

に
よ

つ
て
、

学
術
、

と
く
に
科
学
技
術

の
現
代
化
が
相
当
遅
れ

て

い
る
。

だ
が
、

四
人
紅
追
放
後

は
、

農
業
、

工
業
、

科
学
技
術
　
円
防

の
現
代
化
を
二
十
世
紀
中

に
達

成

し
よ
う
と
い
う
四
日
裸
を
立

て
て
努
力
中

て
あ
る

こ

と
は
、

周
知

の
通

け
ゼ

あ
る
。

と
り
わ
け
、

科
学

技

術

の
進
歩

が
先
行

す
べ
き
こ
Ｌ
は
他

の
二

つ
が
そ

れ

を
と
能

と
す
る
関
係
上
、

■
も
重
要
視

さ
れ
ね
ば

な

ら
な

い
「

こ
の
意
味

か
ら
科
学
技
術

の
現
代
化

は
、

最
も
緊
急

を
要
す
る
中
国

の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し

こ
の
日
中
学
術
交
流

セ
ン
タ
ー
て

は
、

科
学
生
術

と

し
な

い
て
　
人
文

　
社
会
科
学
を
も
合
め
た
学
術

と

し
た
の
は
、

日
本

の
過
去

の
性
襲
か
ら

い

つ
て
、

人

文
　
社
会
科
学

と
自
然
科
学
と
の
均
衝

の
と
れ
た
発

達
が
必
要
て
あ

る
こ
と
を
考
慮

し
た
か
ら
て

あ
る
。

な
お
、　

こ
こ
に
強
調
す
べ
き
こ
と
は
　

日
中

は
常

に
対
等

の
立
場

に
立

つ
て
相
互
綺
完
的

に
表
流
す

る

こ
と
で

あ
る
。　

一
時
的

に
は
、

学
行

の
分
野

に
よ

つ

て
水
準

の
連

い
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、

そ
の
相

連

は
十
年

を
待

た
す
解
消

さ
れ
る
に
連

い
な

い
。

そ
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し

て
、

相
互
が
常

に
対
年

の
立
場
に
立

つ
て
　
両

国

の
み
な
ら
ず
世
界

の
学
術

の
進
歩
に
貢
献
す
る

こ
と

が
望

よ
れ
る
次
第

て
あ
る
，

日

培

源

氏

の

合

意

書

簡

茅
誠
司
先
生

先
生

を
間

長
Ｌ
す

る
日
中
協
会
学
術
訪
中
回

は
こ

の
た
び
我
が
国
を
訪

問

し
私
ど
も
中
田
科
キ
院

の
指

導
者

と
規
し
く
友
妊
的

て
、

か

っ
す

こ
ぶ
る
効
果

の

あ
る
会
註
を
行

い
ま

し
た
。

先
生
が
全
談
て
提
案

さ

れ
た
中

日
双
方

て
学
術
交
流
委
員
会
お
よ
び
学
術
夜

流

セ

ン
タ
ー
を
設
立

す
る
案

は
　
両
国
の
学
術
交
抗

と
協
力

に
と

っ
て
深
遠
な
意
転
を
も

つ
も
の
て

あ
り

ま
す
。

先
生

は
御
掟
寒

の
中
て
次

の
よ
う
に
の
べ

て
お
ら

れ
ま
す
。

「
歴
史
的
な
日
中

Ｖ
和
友
好
条
約
の
調
印
と
発
幼

に
よ

つ
て
日
中
友
Ｆ
関
係

は
新
ら
た
な
発

展
段
階

に

入

つ
た
。

両
国

の
友

Ｆ
関
係
を
さ
ら
に
強
回

に
す
る

た
め

に
、

両
国

の
科
学
技
術
事
業

の
充
実
と
発

展

の

た
め

に
両
国

の
科
学
技
術
関
係
者
は
相
互
網
党

の
精

神
を
も

，
て
　
科

学
研
究

の
交
流
を
進
い
る
た
め
に

日
中
訳
力
が
日
中

（
十

日
》
学
術
交
流
委
員
台

を
設

け
東
京

と
北
一京
に
そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
中

（
中

日
）
学
術
友

流

セ

ン
タ
ー
を
設
置

す

る
」

私

は
中
国
科
学
院

を
代
表

し
先
生

い
こ
の
御

忙
茶

に
同
意

い
た
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ぞ

れ
山

円
の
十
術
外
　
関
係
方

面
に
今
回
の
会
談

の
成
米
を
“
作

い
た
し
■
す
「

私

は
学
術
外
、

関
係
方
ｍ

の
僚
阿
と
支
対
が

か
な

ら
ず
え
ら
れ
、

両
円

の
■
術
夜
れ
を
【
会
と
ツ
術
左

流
セ
ン
タ
ー

の
設
立

が
，
期
賞
■
，
る
も
の
Ｌ
研
信

い
た
し
ま
，
，

先
生
が
中

日
両

四
学
術
友
並
Ｌ
協
力

に
大

さ
な
努

力
を
な
わ
れ
た
こ
と

に
対

し
、

わ
れ
わ
れ

は
心
か
ら

故
意
と
感
謝

の
意

を
表

し
き
，
「

■
国
科

学
焼
剛
悦
共
　
　
同

■

派

一
九
七
八
年
十

一
月
九

Π

中
国
科
学
焼
科
学
技
術
祝
祭
Ｈ
が
米
日

前
売
新
聞
社

の
相

き
て
中
国
科
学
技
術
祝
察
聞
十

名
が
十

一
月

二
五
日
米

口
し
わ
が
国
の
大
学
、

研
究

機
関

工
場
守

に
お

け
る
研
究
数
背
状
況
の
祝
第

Ｌ
研

究
　
教
育
指
導
者

と
の
恐
款

を
行

つ
て
い
る
。

十

一
月

二
七
日
夜
説
売
新

側
社

は
祝
察
団

の
飲
迎

宴
を
行

っ
た
が
協
会

か
ら
打
ＵＩ
会
上
が
招

か
れ

て
山

府
し
た
。

出
　
史
　
朽
大
駅
　
や
田
小
学
悦
物
理
研
究
所
副

所
止

副
醐
其
　
状
典
共
　
い
四
小
学
佐
教
育
舟
京
“
者

□
　
員
　
鼓
志
道
　
茶
■
力
　
慨
村
野
　
粉
士
朴

江
仁
樹
　
木
伯
向
　
■
技
谷
　
祉
価
君

お

知

ら

せ

一　

入
会
金
　
会
黄
の
振
込
と
領
収
書

入
会
金
　
会
費

に

つ
さ
ま
し
て
は
な
る
べ

く
銀

行
　
即
使
振

込

に
て
お
願

い
中
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
か
振
込

の
場
合

は
振
込
り

を
領
収
書

に
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
働
会
碩
収
き
が
ご
必
要

の
方

は
ど
う
ぞ
ご
連
絡
下

さ

い
）

一
一　
新

事

務

所

に

つ

い

て

来
年

一
月
四
日
か
ら
左
記
の
所
ｔ
事
務
所
を
移

転
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
が
め
立
寄
下
さ
る
よ
う
お

待
ち
中
し
ぁ
げ
ま
す
。

東
京
都
港
区
六
本
木
ニ
ー

一
六
―
二
三

タ
ウ
ン
コ
ー
ト
六
本
木
二
〇
七

電
話
　
Ｏ
〓

（
五
八
五
）
八
七

一
〇
　
一〒
的

※
　
仕
事
細
”

仕
事
始
め

十
二
月
ｉ
八
日

（
木
）

一
　

月
　
四
日

（
木
）


